
（様式－１ 表紙） 
 
  
１ 調査名称：全国都市交通特性調査に係る静岡市アドオン調査の分析・評価検討業務 

 
 
 
２ 調査主体：静岡市 

 
 
３ 調査圏域：静岡市都市計画区域 

 
 
４ 調査期間：平成２３年７月２９日 ～ 平成２４年３月２１日 

 
 
５ 調査概要： 

本業務は、昨年度実施した静岡市アドオン調査で収集した交通行動データを活用

し、静岡市域における都市交通特性の把握、基幹公共交通の事業性の検討、及び静

岡市都心地区まちづくり交通計画の中で作成した交通戦略を推進するための各種

指標や資料を作成することを目的とする。 

また、来年度予定している第４回静岡中部都市圏パーソントリップ調査にて調査

すべき項目についてもアドオン調査のデータをもとに検討を行う。 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 
 
Ⅰ 調査概要 

 
１ 調査名 全国都市交通特性調査に係る静岡市ｱﾄﾞｵﾝ調査の分析・評価検討業務 

 
 
 
２ 報告書目次 

 

１ 静岡市アドオン調査による分析方針 

１－１ 業務概要 

１－２ 実施方針等 

２ 静岡市域の都市交通特性分析 

２－１ データ概要と分析カテゴリーの設定 

２－２ 集計・分析項目の検討 

２－３ 都市交通特性分析 

２－４ 都市圏パーソントリップ調査の検討項目の整理 

３ 基幹公共交通に関する分析・評価 

３－１ 一般的な需要予測の概要 

３－２ LRT研究会における需要予測と採算性検討 

３－３ アドオン調査を活用したモデル構築と需要予測 

４ 回遊行動特性に関する分析・評価 

４－１ 調査概要 

４－２ 基礎集計 

４－３ 静岡都心地区の施策検討のための分析 

４－４ 回遊行動特性を踏まえた都心地区の将来ビジョン 

５ 分析結果に基づく総合交通戦略の見直し 

５－１ 都市・地域総合交通戦略の大臣認定に向けた見直し 

５－２ 事業実施のための計画及び戦略の見直し 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 
 
３ 調査体制 

 
調査業務のため、静岡市から業者への委託という形で実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 委員会名簿等： 

 
調査業務のため、委員会は実施しておりません。 

 
 
 

静岡市都市局交通政策課 

一般財団法人計量計画研究所



（様式－３ａ 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 

 
１ 調査目的 

本業務は、昨年度実施した静岡市アドオン調査で収集した交通行動データを活用

し、静岡市域における都市交通特性の把握、基幹公共交通の事業性の検討、及び静

岡市都心地区まちづくり交通計画の中で作成した交通戦略を推進するための各種

指標や資料を作成することを目的とする。 

また、来年度予定している第４回静岡中部都市圏パーソントリップ調査にて調査

すべき項目についてもアドオン調査のデータをもとに検討を行う。 

 
２ 調査フロー 

 調査フローを以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-1 業務フロー 

１．静岡市アドオン調査による分析方針 

４．回遊行動特性に関する分析・評価 

【地域調査票/回遊行動データ分析】

・回遊行動の量的把握 

・回遊行動の質的把握 

・静岡都心地区の短期的施策の検討 

５．分析結果に基づく総合交通戦略の見直し

・総合交通戦略の見直し 

・プログラムに基づく次年度以降の取組方

針 

６．とりまとめ 

・報告書作成 

３．基幹公共交通に関する分析・評価 

【地域調査票/交通手段選択データ分析】

・OD データの整理 

・交通手段分担モデル作成 

・基幹公共交通の需要予測/事業性検討

次期パーソントリップ調査の 

検討材料として活用 

２．静岡市域の都市交通特性分析 

【個人票データ分析】

・発生集中/分布交通の集計・特性把握

・分担交通の集計および特性把握 

・都市圏 PT 調査の検討項目の整理 



３ 調査圏域図 

当業務では、静岡都心地区の回遊性や新しい基幹公共交通が導入された場合の意識等

を調査することを目的としているため、基幹公共交通が導入される候補として、現段階

で公共交通であるバスが導入されている地域を対象とする。 
具体的な調査圏域は、静岡市の中でも公共交通のサービス水準がある一定以上確保さ

れているエリア（鉄道駅から1km及び120本/日以上の運行本数を有するバス停から300
mの圏域：交通便利地域）を対象とする。調査圏域図を以下に示す。 
 

 

 

図-2 交通便利地域と調査対象町丁目 

交通便利地域 

調査対象町丁目



（様式－３ｂ 調査成果） 
 
４ 調査成果 

 

(1) 静岡市域の都市交通特性分析 
本章では、アドオン調査を活用した静岡市域の交通特性を分析することで、近年着

眼すべき交通行動特性を概観し、次期都市圏パーソントリップ調査へ反映させること

を目的としている。その結果、以下の知見が得られた。 

 

○アドオン調査の結果をみると平日と休日の交通特性には一定の違いが確認でき、私事

行動やまちづくりの観点からは休日調査の必要性が伺える。 

○また、交流人口や観光の観点を取り入れる場合は、都市圏パーソントリップ調査やア

ドオン調査では把握できない域外からのトリップを把握する必要があるため、駅等の

交通結節点における付帯調査の実施が望ましい。 

○65 歳以上前期高齢者と 75 歳以上後期高齢者の交通行動には一定の相違が確認でき、

高齢化社会を考慮した分析が今後必要になる。 
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図- 3 年齢階層別原単位（左：平日、右：休日） 
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図- 4 都心部着の目的種類別トリップ構成比（左：平日、右：休日） 
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図- 5 目的種類別代表交通手段分担率（左：平日、右：休日） 

 



(2) 基幹公共交通に関する分析・評価 
本章では、アドオン調査で取得した意識選考データ（SP データ）を活用し、LRT が

導入された場合の交通手段選択モデルを構築し、次期都市圏パーソントリップ調査へ

反映させることを目的としている。その結果、以下の知見が得られた。 

 

 

１） RP データと SP データによる交通手段分担率の比較 
○通勤、私事目的は同様の傾向を示しており、鉄道＋LRT の利用割合は現在の 2 割前後

から 3割程度に増加する傾向にある。 

○他交通モードからの転換に着目すると、自動車・バスから LRT への転換が顕著にみら

れる。LRT とバスを比較した場合 LRT に優位性があり、導入ルート次第では利用者の

奪い合いが発生することが懸念される。 

○一方で現在徒歩・二輪車利用者は LRT 導入前後で利用割合に変化はなく、徒歩・二輪

車利用者から LRT への転換は期待できない。 

○通学目的では、徒歩・二輪車の利用割合が圧倒的に高いものの、LRT 導入によって公

共交通へシフトする可能性がある。 
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図- 6 都心部への交通手段選択の比較（LRT 導入前後） 

 

 



２） SP データによる交通手段分担モデルの構築 
○アドオン調査で実施した SP データを用いて、通勤、私事目的について良好なモデル

を構築することができ、RP データでは把握できない現存しない交通手段が導入された

場合の状況を一般化することができた。 

○しかし SP モデルでは、現存しない交通手段に対して回答者がイメージできずに既存

の交通手段を選択している、或いは LRT を過度に嗜好しているといった状況が確認さ

れ、一般的に指摘されているような SP モデル単体での弱点が見受けられた。 

○その対応策としては、都市圏パーソントリップ調査の RP データとアドオン調査の SP

データを組み合わせることで、互いの弱点を補完した RP/SP モデルを構築することが

望ましい。 

○また、今回は代表交通手段についてのモデル構築を行ったが、端末交通手段との組み

合わせたモデルを構築すれば、更に実態を反映した需要推計を行うことができる。 

 

表- 1 交通手段分担モデルのパラメータ推計結果（上：通勤目的 下：私事目的） 

通勤目的 n= 2550

パラメータ t値 有意水準

コスト -0.0010 -5.422 **

時間 -0.0572 -8.123 **
個人専用車有無 1.2787 10.187 **
70代以上ダミー 1.1727 4.442 **

都心からの距離帯 -0.4118 -15.469 **
自転車定数項 2.7286 13.148 **

乗車外時間比率 -2.1119 -7.400 **
バス定数項 0.8480 4.273 **
LRT定数項 2.2205 11.329 **

(+:90%有意, *:95%有意, **:99%有意)

0.237
56.43%

時間価値（円/分） 56.3

自転車固有

公共交通
固有

全体的中率(%)
自由度調整済尤度比

尤度比
最終尤度
初期尤度

-2687.3
0.240

効用関数 説明変数
Multinomal Logit Model

共通

-3535.1

自動車固有

 

 

私事目的 n= 5007

パラメータ t値 有意水準

コスト -0.0012 -9.897 **

時間 -0.0539 -11.821 **
個人専用車有無 0.2704 4.213 **
70代以上ダミー -0.3807 -4.173 **

都心からの距離帯 -0.4657 -24.261 **
自転車定数項 1.1663 9.316 **

乗車外時間比率 -1.6071 -8.843 **
バス定数項 -0.3883 -3.336 **
LRT定数項 0.4315 3.742 **

(+:90%有意, *:95%有意, **:99%有意)

時間価値（円/分） 46.1

0.194
全体的中率(%) 52.85%

最終尤度 -5585.0
尤度比 0.195

自由度調整済尤度比

効用関数 説明変数

自動車固有

自転車固有

公共交通
固有

初期尤度 -6941.2

Multinomal Logit Model

共通

 



３） モデルの感度分析 
○静岡市ではモード別の交通サービス水準（LOS データ）を保有していないため、市域

全体で分担交通量を算出することはできない。 

○そこで今回は、いくつかの OD ペアを抽出し、モデルによる分担率の算出し、過年度

の都市圏パーソントリップ調査の分担率と比較することで、モデルの感度を確認す

る。 

○その結果、これまで現存しない交通手段について分担率を算出することができなかっ

たが、SP モデルを活用することで OD ペア間の交通手段分担率を算出することができ

るようになった。 
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図- 7 OD ペアの設定例 

表- 2 モデルを用いた交通手段分担率の感度分析結果例 

 乗車外 

時間(分) 

乗車 

時間(分)

総所要

時間

(分) 

料金 

(円) 

モデル

の分担

率 

(%) 

SP 

分担率

(%) 

PT 

分担率

(%) 

自動車 0 26 26 700 35.1 43.2 28.4 

自転車 0 44 44 100 3.6 0.0 23.9 

バス 15

（3+7+5） 

34

（13+21）

49 470

（180+290）

3.0 8.1 47.3 

LRT 5（3+2） 29

（8+21） 

34 320 58.2 48.7 - 

LRT は新設区間と静岡鉄道区間が相互直通していることが前提。料金は距離帯料金から設定。 

 

 



(3) 回遊行動特性に関する分析・評価 
 

平成 22 年度の静岡市アドオン調査の中で、静岡市のまちなかの回遊状況を把握する

べく 15 歳以上を対象に静岡市内の地域調査票を配布した。 

この静岡市アドオン調査の地域調査票（回遊データ）について分析し、静岡都心地区

まちづくり交通計画で位置づけられている短期的施策について、定量的評価を行う。 

 

１） 得られた標本概要と回遊特性 

○通勤・通学目的では、都心地区に目的地がない場合が多く、結果としては私事目的で

都心地区を訪れる標本数が多く集まった。 

○得られた回遊データを用いて、属性別・目的別・交通手段別に回遊ルートや平均回遊

距離等の分析を行い、都心地区における回遊特性の把握を行った。 
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図- 8 全回収数と回遊トリップ数の関係 
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図- 9 平均回遊距離（左：目的種類別、右：代表交通手段別） 

 



 
図- 10 回遊の発生点と回遊ルートの集計結果 
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２） 回遊実態と都心地区の将来ビジョン（案） 

回遊実態の分析結果から、回遊特性を整理し、それに基づく都心地区の将来ビジョ

ン案を作成した。将来ビジョンを実現するためのプロセスを以下に示す。 

○自動車迂回動線を設け、歩行者通行量が多い地区に歩行者優先ゾーンを設定する。 

○自動車動線沿い(付近)でかつ、歩行者優先ゾーンのフリンジ部分にフリンジ駐車場を

整備(指定)し、比較的小規模なコインパーキング等は集約化する。 

○都心地区への静岡鉄道の延伸を想定し、都心ターミナルと乗換交通結節点を結ぶ動線

を公共交通軸として位置づける。 

○交通結節点、フリンジ駐車場、駐輪場を結ぶ形で歩行者回遊軸と位置づける。 

  

図- 11 鉄道・バス利用者の回遊実態イメージ（左：JR 静岡駅、右：静鉄新静岡駅） 

   

図- 12 自動車利用者の回遊実態イメージ（左）と回遊実態を踏まえた将来ビジョン（右） 



(4) 分析結果に基づく総合交通戦略の見直し 

前章までの分析結果に基づき、総合交通戦略（短期５ヵ年アクションプログラム）の

見直しを行い、今後関係機関の調整を進めるための基礎資料を作成するとともに来年度

以降の取組み方針を提示する。 

 

① 施策メニューは、「基本方針」「施策方針」「施策」「具体的取組み」の４段階で整理

されているが、協議会においてオーソライズされている「基本方針」及び「施策方

針」は原則大きな変更は加えないこととする。 
② 短期的事業の実施を円滑に推進するために、「施策方針」の下のレベルである「施

策」及び「具体的取組み」という２段階の階層を設け、逐次アクションプログラム

を更新していく。 
③ 「具体的取組」の単位でプログラムを作成する際、従来のプログラムのように、「実

現性」のみの観点のみでは、絵に描いた餅になる、或いは施策効果が十分に発揮さ

れず、目指すべき将来像実現に支障をきたすことが懸念される。今回は実現性に加

えて、「実効性」という新しい軸を追加し、実現性と実効性の２つの軸で各事業を

評価し、アクションプログラムを更新する。 
 
※実現性：予算や合意形成の観点から、現時点で着手できるかどうかを評価 

※実効性：施策単体の効果や、他施策への波及性の観点から先行して着手すべきかどうかを評価 

 

 

図- 13 静岡都心地区の短期的将来像（案） 



静岡市都心まちづくり交通計画
施策一覧と実施プログラム（平成２３年度見直し中）

基本方針 施策 具体的取組み（事業レベル） 高 中 低 高 中 低 他施策と関係 短 中 長 ～Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 備　考

静岡都心
【C-3】 バイパス道路機能の強化 静清バイパスの2車線区間の整備 歩行者 整備完了はいつ？

環状道路機能の強化（東町大岩線／宮前大岩線の整備等） 歩行者 見直しの結果どうなった？
自動車迂回動線の構築 中町交差点／江川町交差点／水落交差点の改良 歩行者 交通SIM 警察協議 社会実験

信号現示設定の見直し 歩行者 交通SIM 警察協議 社会実験

日出町羽鳥線と静鉄の立体交差 歩行者 交通SIM 警察協議 社会実験

国道1号による分断解消 歩行者 交通SIM
都計道日出町羽鳥線の拡幅 歩行者

【C-4】 新規駐車場立地への対応 附置義務条例等の見直し(不付置・上限) 歩行者 呉服町再開発との関係

コインパーキング設置に対する届け出の義務付け 歩行者 呉服町通りの立地規制

集約駐車場の指定と誘導 フリンジ駐車場誘導ゾーンの設定 歩行者 アドオン アドオン

既存大規模駐車場のフリンジ駐車場としての位置づけ 歩行者 アドオン アドオン

駐車場の集約化・誘導 歩行者 アドオン アドオン

【C-5】 路上荷捌き対策 時間帯を設定した路上荷捌きルールの確立
呉服町コインＰの荷捌きスペースへの転換 警察と地元で意見乖離？

路外荷捌き対策 共同集配システムのための空間確保
共同集配システムの構築

【W-1】 歩行環境の整備 紺屋町の車道再整備(リニューアル) 事業中？
公共サインの強化 事業中？
電線等地中化 事業中？
電車道通りの３車線化(歩行空間拡大) 完成
電車道の無電柱化 事業中？

休日歩行者天国の時間／区間の拡大 紺屋町南肋骨道路の休日車両通行規制 ＬＲＴ 社会実験

歩行者天国時間帯の拡大 ＬＲＴ 社会実験

歩行者天国区間の拡大 ＬＲＴ 社会実験

【W-2】 歩行者優先ゾーンの設定 歩行者優先ゾーンの機能規定 迂回動線 アドオン アドオン
歩行者優先ゾーンの区域設定 迂回動線 アドオン アドオン

都心街路網の道路再配分 江川町交差点の平面横断化 迂回動線 交通SIM 警察協議 社会実験

御幸通り/江川町通りの道路空間再構築 LRT 交通SIM 警察協議 社会実験

御幸通りのトランジットモール化 LRT

【W-3】 滞留空間でのイベント等の実施 休日歩行者天国区間でのイベントの実施 社会実験 伝馬町で社会実験
休日歩行者天国区間でのオープンカフェの実施 社会実験 紺屋町で社会実験

既存休憩施設の更新や新規設置 既存の常設ベンチの更新や新規ベンチの設置
待合施設の設置・高質化

【C-3】 流入・通過交通の抑制《再掲》

【B-1】 自転車利用促進のための啓蒙活動 自転車・公共交通利用エコポイントの開発・普及・利用促進 社会実験

都心内自転車利用環境の改善 広幅員道路への自転車レーン設置 自転車ネットワーク計画
自転車利用環境改善ゾーンの機能規定 アドオン アドオン
自転車利用環境改善ゾーンの区域設定 アドオン アドオン

【B-2】 短時間駐輪対策 平面レベルの駐輪整備
長時間駐輪対策 省スペース駐輪場の設置 駐輪場整備計画の見直し

駐輪制度の見直し 附置義務駐輪条例の見直し
附置義務条例の変更による附置義務駐輪場の質的向上 放置自転車撤去の見直し

大規模開発、再開発等の建築物の更新に合わせた駐輪場整備
駐輪禁止/規制区域の見直し
放置自転車撤去の強化
料金体系の見直し
駐輪場マップの作成(公設・民営・付置義務等を含む)
既存駐輪場の利活用（駐輪クーポン等インセンティブ） 附置義務駐輪条例の見直し

コミュニティサイクルの実施 ポート設置、料金体系・乗捨ての仕組み

【B-3】 自転車と鉄道の連携 サイクルトレイン事業（中心市街地活性化事業）
自転車とバスの連携 サイクルバス事業

【C-3】 流入・通過交通の抑制《再掲》

【T-６】 LRT導入 静岡都心のLRT検討 江川町交差点 研究会 整備計画
静岡Ａルートの整備 江川町交差点 研究会 整備計画
静岡Ｂルートの整備 研究会 整備計画
静岡Ａルートと静鉄の接続 江川町交差点 研究会 整備計画
静岡Ｂルートと静鉄の接続 研究会 整備計画
静岡都心と清水都心のＬＲＴ接続 研究会 整備計画

【T-７】 都心交通ターミナルの整備 新静岡センター建替え ＬＲＴ 着手済 完成
ＪＲ静岡駅南口の駅前広場整備 ＬＲＴ 研究会 整備計画

乗換交通結節点の整備 七間町映画館跡地の利活用 ＬＲＴ 研究会 整備計画
中町サブターミナル整備 ＬＲＴ 研究会 整備計画
利用しやすいバス停の整備 ＬＲＴ

実現性 実効性・波及性 短期５カ年のプログラム

施策方針

実施プログラム施策一覧

基本方針１
住民・来街者が安全かつ
快適に歩いて楽しめる都
心づくり

フリンジ駐車場への誘導

荷捌き車両への適正な対応

歩行者ネットワーク(線)の充実

歩行者優先ゾーン(面)の構築

滞留空間の創出・休憩施設の設置

流入・通過交通の抑制

基本方針２
都心内でも自転車の利
用しやすい都心づくり

自転車の安全な通行の確保

自転車駐輪体系の見直し

公共交通と連動した自転車利用策

基本方針３
だれもが利用できる利便
性の高い都心内公共交
通ネットワークの構築

都心内回遊を支える公共交通ネット
ワークの構築

交通結節機能の強化

プログラム期間（短・中・長期）の定義

短：基準年より５年以内に着手

中：基準年より１０年以内に着手

長：基準年より１０年以降に着手予定

実効性・波及性：早急にすべきかどうか？

波及性大：他の施策と早急かつ同時に検討が必要なもの

波及性低：早急ではないものの検討すべきもの

実現性：早急にできるかどうか？

確度大：既に事業中或いは予算裏付けあり

確度中：早急に調整が必要なもの（仮）

未定 ：早急ではないが検討すべきもの

第２次総合計画で記述（予定）

都市計画課として実施する意向あり（Ｈ21当時）

 

図- 14 施策のアクションプログラム（案） 

 



≪参考≫静岡市アドオン調査の地域調査票（世帯票・個人票は全国都市交通特性調査と同様） 

 

 
 

 
 


